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　The 　 energy 　 and 　nutrient 　 intakes　 estimated 　 by　 the　food　 frequency　questionnaire （FFQg ）method

based　on 　food　groups 　were 　compared 　with 　the　results 　from　the　weighed 　dietary　record 　method ．　The
eorrelation 　 coefficients 　 between 　 the　 two 　 methods 　for　 energy

，
　 fat

，
　 protein ，

　 carbohydrate ，　 calcium ，

iron　 and 　dietary　 fiber　 intakes　 were 　 higher　than 　e．4　 and 　the　 intakes　of 　those　 nutrients 　 were 　not

signifieantly 　different　between　the　two 　methods 　aecording 　to　paired ’− test （p ＞ 0．05）．　The 　ratio 　of

the　value 　obtained 　by　the　FFQg 　method 　to　that　obtained 　by　the　record 　method 　ranged 　from 　74％

（dietary　 fiber）to　 l10％ （salt ）．　 The　 corre 豆ation 　 c ⊂｝efficients 　 for　 food　 intakes　 estimated 　 by　 the　 two

methods 　 were 　 as 　follows： 0．44　for　cereals
，  ．83　for　pulses ，　 O．44　for　fruits， 0．53　 for　green −yellow

vegetables ，0．63　 for　other 　vegetables 　 and 　 mushrooms ，0．43　for　fishes，0．47　for　eggs ，　and 　O．78　for

milks 。　The 　correlation 　of 　100f 　l6　food　groups 　was 　significant 　at　a 　p く0．051eve1．　These　 results

showed 　that 　the　FFQg 　is　a　usefu 艮method 　for　estimating 　energy 　and 　nutrient 　intakes．　However，　the

FFQg 　method 　tested　on 　122　students 　whe 　 were 　beginners　of （1ietary　questionnaires　suggested 　that

the　probability 　of 　errors 　in　their　 answers 　is　comparatively 　high．

Key 　 words ： Food　Frequency 　Questionnaire，　Nutrient　Intake，　Food 　Group ，
　Energy，　 Record 　 method
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　　　　　　　　 は　 じ　 め　 に

　食事調査 の 手法 と して ，　 秤 量調査法
’

や
‘
24時間

思 い 出 し法 などが行われ て きた が ，近年そ れ に代わ っ

て
‘
食物摂取頻度調査法

’
が よ く利用 され て い る

D
．

食物摂取頻度調査法 は，食品 リ ス トに よ り設定 され た

重量 と そ の 摂取頻度 を回 答す る方法 で ，時間や コ ス ト

が かか らな い と い う利点が あ り，米国で 開発 され，食

品や 栄養 素 の 摂取頻度 と疾病の 関係を 見出す疫学調査

で 利用さ れ て い る
摘 ．日本 で も1981年 に 厚生省健康

指標策定 委員会案に よ っ て 　
‘
食物摂取頻度調査票

’
が

作成さ れ て 以 来 ， 多 くの 研究が 重ね ら れ，栄養摂取量

の 評定 に お け る 定量 性が向上 して きだ
ml

．

　今回用 い た 調査票は ，高橋 ら
晦 ；

に よ っ て
， 個人 な

らび に 集団 の 栄養 摂取状況 を把握す る た め に 開発 さ れ

た 食物摂取頻度調査票 （以 下，FFQg と い う） で ， 1

週間あ た りの 摂取頻度 と ⊥［ni あ た り の 平均的 な摂取量

か ら，食品群摂取 量 と栄養素摂取量を推定す る もの で

あ る ，バ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ュ

ー
タの 表言1算 ソ フ ト　

‘
エ ク

セ ル
’

の ア ドイ ン ソ フ トで ， 食品例や基準 とな る概量

を イ ラ ス トで 表 して い る こ と と，結果を理解 しや す い

表や グ ラ フ で 表示 して 印刷 で き る こ と が 特徴で ，
一

般

の 人 で も簡単な操作で 即時に結果 を得る こ と が で きる．

質問調査票と，成績表示例を図 1， 2 に示す．

　本学食物栄養専攻で は，栄養指導実習の 中で 秤量記

一
食物摂取状況調査
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図 2　 FFQg 成績表示例 の
一

部

録法 に よ る学生 の 食事調査 を行 っ て お り，今回 FFQg

で得 られ た 結果 と⊥
．
匕較 して ，妥当性を検討 し た．

　 ま た，
一

般学生に っ い て ，食物摂取頻度調 杳票 に よ

る食生活 の 調査を実施 し，食物や栄養に対す る認 識が

比較的少 な い と思 われ る者を対象と した場合 の 調査の

有効性に つ い て 検討を行 っ た ．

　　　　　　　　研 　究　方　法

1 ．食物 摂 取頻 度調 査 法 （FFQg 法） と 食事記 録 法

　　 （記録法） の 比較

　本学食物栄養専攻 2 年生の 女子22名に っ い て ，2002

年 11月に秤量記録法に よ る栄養調査を 実施 し，2003年

1 月に FFQg を 用 い て 食物摂取頻度調 査を 実 施 し た ．

対象者の 概要は 表 1 に 示す と お りで あ る．

　秤量記録法は，連続 した 3 日間 の 食事内容 に っ い て ，

秤量を基本 と し て 記録 さ せ ，　
」5

エ ク セ ル 栄 養君
8 ；
”

を

用 い て 栄養量を計算 した ．外食や調理 済み 食品な ど は，

表示栄 養量 や 市販食品成分表
［’　’

の 栄養 量 に 近 づ くよ う

に 配分 を推計 して 素材別に計上 し，吸 油量 や調味料 は

標準的な割合
［V）
か ら算出 した。同時期 に ， エ ネ ル ギ ー

消費量沮II定器 （Kenz カ ロ リ
ーカ ウ ン タ

ー
セ レ ク ト 2）

を装着 して， エ ネ ル ギ
ー
消貲量 を測定 した

』1
．

　 FFQg 法 で は ，パ ソ コ ン に直接入力 して 回答す る方

表 1 　対象者 の 概要

食物栄 養専攻学：生 （n ＝22）　 一
般学生 （n

−
122）

エド　均　順　±　標 準 偏 オi　　　
マ
「　均 　値 　⊥　標 隼 偏 差

fl
』
　 齢 〔歳 ）

身　 長 （cm）

体 　重 （kg）

B　　M 　　I

｝
；1， 動 強 度

21．8　±　1．B

157、6 ± 8．5

50．9 士　レ1，7

20．5 ⊥ 42

　 L．6　± 　〔〕．1

2］3 ±　18

167．9　⊥ 　84

649 ⊥ 　147

230 ＋ 42

　 L8 　± 　0、4

r三1：） BMI （Body 　i，lass　Index ） は 肥満 度判定 に 用 い られ る 体格指 数

　 で 体車 （kg）÷ 身長
L
（m ）で 算 1出
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法 で 実施 した ．栄養調査に関す る基礎知識が あ る もの

と して，内容の 解説 はほ とん どせ ず に 回 答さ せ た，

　二 っ の 食事調 査法 に よ り得 られ た 栄養素等摂取量 お

よ び 食 晶 群 別 摂取 量 の 比 較 を ， paired　 t一検 定 と

Pearson の 相関係数 に よ り行 っ た ．デ ータ の 解析 に は

エ ク セ ル ア ド イ ン ソ フ トSTATCEL を用 い た
12〕
．

2，　 般 学生を対象 に した FFQg 法に よ る食事調査

　教養科 目と して 「生 活科学」 を受講す る大学生 122

名 （男子86名，女子 36名） を対象に ，2002年 11〜12月

に FFQg 法 に よ る調 査を行 っ た ．

　質 問用紙 とイ ラ ス ト入 り回答 の 手引 きを配布 し，質

問内容 や 回答方法に っ い て 解説を した後，簡単 な食事

記録 を と る よ う指示 し， 4 週間後に FFQg 調査 票に記

入回答 させ た ．回収後，結果を
‘‘
栄養君 FFQg

”
に よ

り算出 し た ．対象者 の 概要 を表 1 に 示 し た ．

3．推定 エ ネル ギ ー消費量の 算出方法

　FFQg で は ， 1 日 の 生活活動を 6段階の 強度区分に

分 け，各区分 の 活動時間か ら，標準体重を基礎 に エ ネ

ル ギ ー所要量が算定 さ れ て い る． エ ネ ル ギ ー消費量は

実体重に 関わ る もの
11当
で あ り，健康成人 の 場合，大 き

い 体重変化が な ければ エ ネ ル ギ ー摂取量 と エ ネ ル ギ ー

消費量は ほ ぼ 等 し い と考え ら れ る．そ こ で ，FFQg で

算定 さ れ た エ ネ ル ギ ー所要量を もと に 実体重 あ た りに

換算 して ，推定 エ ネ ル ギ
ー
消費量 を求め た，

表 2　 FFQg 法 と記録法に よ る栄養素等お よ び食品群別摂取量 の 比較 （r1− 22）

FFQg 法 （A ＞ 記 録 法 　（B ）

平 均 値 ± 標 準 偏 差 平 均 値 ± 慓 準 偏 差
相 関 係 数

pail
・
ed 　1一干貪定

ρ値 （両 側 ）
A ／ B （％ ）

栄 養 素

　 工 ネ ル ギ
ー

　 　 　 （kcaD

　 た ん ぱ く質 　　　　（9 ）

　 脂 　 　 　 質 　 　 　 　 （9 ）

　炭 水 化 物 　 　 　（g ）

　 カ ル ン ウ ム 　　　　 （mg ）

　鉄 　　　　　　　　（mg ）

　 レ チ ノ ール 当量 　 　 （姻 ）

　 ビ タ ミ ン BI　 　　 （mg ）

　 ビ タ ミ yB ，　　　　 （mg ）

　 ビ タ ミ ン C 　　　　（mg ）

　 食 物 繊 維 　 　 　 （9 ）

　 食　　　塩 　　　　（9 ）

1765 ± 370

57．9± 10．9
59．3± ⊥9．6

238．7± 47．7

4ユ8± 147

　 6．5± 1．763

／± 289

0．81± O．19

0．90± D．工9

　 60＋ 27

　 9．4± 2．8

　 9．2± 4．2

1773 ＝ 239

65．2＝ ユ0．上
57．1＝ 17．4

243，1± 44，9

462± 131
　 6．9± 1，8778

± 202

0．77± O、16

1．08 −LO 、26

］06⊥ 5612

、8二 3．7

　 8．4 ＝ 2．5

O，591＊＊

O．452半

O．4LOO

．535牢

o．71a．　＊x水

O．701半判
』

o．］760

．il　760

．3910

．4120

．805窒ssO

．304

0．893

〔〕．DO50
，6ユ60

．6500

．071

〔）．141U

．〔〕450

．30eO

．DO3

＜ 0．DOl

く 0．DOlO

．338

99．588

、81

［〕3、898

．290

．793

．581

．1105

、883

、256

．173

．6110

．4

食 品 ｛洋 （9 ）

　 穀 　 　 　 類

　 種 　 実 　 類

　 い 　 も　 類

　 砂 　糖 　 類

　 榮　 了　 類

　 油 　 脂 　 類

　 豆 　 　 　 類

　 果 　実 　 類

　 緑 黄 色 野 菜

　 そ の 他 の 野 菜 ・き の こ ．類

　1毎　草　類

　調 味料 類 ・嗜 好 飲 料

　 魚 　 介 　 類

　 肉 　 　 　 類

　 卵 　 　 　 類

　 乳 　 　 　 類

1986 −L35 ．4

　 〔［5± 0．8

35 ．4± 32 ．6

　 7．4± 5．2

了5．9± 48、0

13．1± 7．2

31 ．1士 29 ．9

41．4± 週8．3

526 −L4〔，．了

93．2：ヒ，14．5
　 10 ⊥ 1．2

94．4± 69，7
・10．5± 2［3．5

79．1± 45、9

35．4−Ll6 ．3

118．6± IO6．7

235．9＝ 63．5

　 2，1＝ 3、5

44、6＝ 29．5

10．8 ’6．5

28．1τ 33．4

L7．3＝ 13．〔〕

28、4 ＝ 24．9

7〔」、6⊥ 72．1

65．口＝ 25．9

154 ．7 ＝ 74．1

　 4、5 ＝ 5，7

338 ．8 ＝ 191 ．1

57、7　42 ，8

66、7＝ 26．7

40．3＝ 20．9

1〔）0．3コ：94．2

O．435 ‡

O．］240
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．D7LO

．0680
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．429 宰
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食品群別食物摂取頻度調．査法 に よ る栄養評価 の 検討

　　　　　　　　　 結 　 　果

LFFQg 法 と秤量 記録法 の 比 較

　FFQg 法 と秤量記録 法に よ る栄養素等 お よ び食品群

別摂取量 の 結果 は表 2 の よ うに な っ た．

　栄養素等 の 摂取景 で み ると， エ ネ ル ギ
ー，た ん ぱ く

質，脂質，炭水化物 は，記 録法で 得 られ た 摂取量 と比

較 し て 各 々 99．5％ ， 88．8％， 103．8％ ， 98．2％ で ，

paired　 t一検定で もた ん ぱ く質以 外，有意 差 は な か っ

た ，そ れ ぞ れ の 相関係数を み て も，エ ネ ル ギ ー，た ん

ぱ く質，炭水化物が ，各 々 e．591，0．452
， 0，535と有意

に 高 い 相関が み られ た （pく0．05）． カ ル シ ウ ム ，鉄，

食物繊維 の 相関係数 は O．7を超 え，高 い 相 関を示 し た

が，ビ タ ミ ン 類は摂取量 に 差が あり，相関性 も低 か っ

た，

　食品群別摂取量 で は，穀類，豆類，緑黄色野菜，肉

類 ， 卵類 ， 乳類の 摂取量の 差が 20％以 内 で あ っ た．相

関係数で も，豆類で 0．826，乳類 で 0．783と い う高 い 相

関が み ら れ，穀類，野菜類，魚介類，卵類 で ，有意 な

相関 が 認 め られ た （ρ〈 0．05）．嗜好飲料類は液体分量

の 集計方法 も異な る た め 個人差が 大き く な り，種実類

や海草類な ど少量摂取 の 食品群で も，大 き な差が で た ．

2．一般学生 に よ るFFQg 調査結果

　表 1 に 示 した対象者 の う ち，一般学生 は 4割が体育

学部学生で あ り，生 活活動強度区分が IVに 属す る者が

4害1」を超え て い た． F1本肥満学会で肥満 と判定 さ れ る

表 3　 FFQg 法に よ る栄養素等お よび食品群別の 摂取量 と基準量 （
一
般 学生）

（n
− 122）

摂 取 量 （A ） 基 準 量 （B）

平 均値 ± 標準 偏差 平均値 ± 標準．偏差

paired ’検 定

ρ値 （両側）
A ／ B 〔％ ）

栄 養 素

　 エ ネ ル ギー
　　　（k⊂al）

　 た ん ぱ く質　　　　（9 ）

　脂　　 質　　　 （9 ）

　炭 水 化 物 　 　 　（g ）

　 カ ル シ ウ ム 　 　　 （ll鳴）

　鉄　　　　　　　（mg ）

　 レ チ ノ
ー

ル 当量　　（μg）

　 ビ タ ミ ン BI　　　 （mg ）

　 ビ タ ミ ン B 三　　　　（mg ）

　 ヒ タ ミ ン C 　　　　（  ）

　食 物 繊 維 　 　 　（9 ）

　食　　 塩 　　　 （9 ）

2，089ナ 679

69．〔〕づ：22．6
69．0± 26、5
281士 100

565士 238
8．1± 2．8250

± 100LO

土 O、3L2
± O、4

　 68± 3510
、3± 4．0

10、3± 4、1

2，472± 416

70．4± 8．4

61．8± 10．4
371± 62670

土4610

、6＝ 0．9582
± 271

．1± 0．2

　1．2± D．2
ユOD± 024
．7± 4．2

10．0＝ O．0

くO．OOlO
．4480

．OlO

く 0．DOI
く0．001
く0．001
〈 0．DOユ

く 0．DO10
．079

く O．OO1
くO、OOIO
、731

84，598

．Oll1
．675

．884

，，176
，642
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類

菜

野

類
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類

類

類

類
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野

の

　

類

群

　

実

も

糖

子

脂

　

実

色

他

草

料

介

品

穀

種

い

砂

菓

油

豆

果

羈

瓢
魚

肉

卵

乳

食

215，0コ：93，4
　 1．3＋ 1．9

27．1± 29、6
　 5．5± 4，0
88．5± 65．3
13．6＝ 10．6

47．4± 39．7
62．6± 66．1
52．9± 36．5
79．9± 56．7

　 1、3⊥ 1．4
288．2± 28ユ、4
47．3＝ 38．6

86．2± 49．3

46．〔〕± 35，9

166，6± 152．7

407．5± 78、2

　 5．0± 0．〔〕
101．5± 22．3

　 5．0± 0．0

25．9± 12．3
18．O＋ 4、3

62，8『10．l

l50．D± O，O
L20．O± 0．0
240．0± 〔｝O

lO．0± 0．0
90．9＝ 17．7
63．3士 5、5
63．3± 5．5
40，0± 0．0
254．5± 77．1

く0．OOI
く 0．001
く0．0010
．778

く O．001

く0．OO1
＜ 0．001
＜ 0，00上

く O．〔｝01

く 0．OO1

＜0、001

くO、OO1
く0．DOl
く0．OO10
、865

く 0．OOl

52．825
．726

．7
ユ10．1341

．875

．575

．541
．744

．ユ

33．313
．3317

．174

．8136

．21i4

．965
．5
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BI＞Hが 25以上 の 学生が 24％もお り ， 肥満者 の 割合が 高

か っ た．

　FFQg に よ っ て 算出され た栄養素等 お よ び 食品群別

の 摂取量 と基準量は 表 3 の よ う に な っ た．

　基 準量 に対す る摂取量の 充足率は， エ ネ ル ギ ー
， た

ん ぱ く質，炭水化物を は じめ 全体的に低 く，た ん ぱ く

質 ，
ビ タ ミ ン B 」，食塩以外 の 栄養素で 摂取 量 と基準

量の 問に 有意 差 が あ っ た （p く 0，05）．食 品群別に み る

と，穀類，種実類，い も類 ， 果実類 ，野菜類，海草類

の 摂取量 が 特 に 少な か っ た．

3 ．エ ネ ル ギーの 摂取 量 と消費量か らの 検討

　食物栄養専攻学生 に っ い て ， 2つ の 調査法 に お け る

エ ネ ル ギ ー充足率 を比較 し た 結果 を表 4 に 示 した．

FFQg 法 に よ る エ ネ ル ギ
ー所要量 は 1970kcalか ら求 め

た推定 エ ネ ル ギー消費量 は 1835kcalとな り，カ ロ リ
ー

カ ウ ン タ
ー

に よ る エ ネ ル ギー 消費量 1826kca！と ほ ぼ 一

致 し，相関係数 は 0．827で あ っ た．

　FFQg に よ る エ ネ ル ギ
ー
摂取量 を も と に ，推計 エ ネ

ル ギ
ー
消費量 に 対す る充足率 を求 あた と こ ろ ，98．1±

25．5％ とな り，充 足率 の 分布 は図 3の よ う に な っ た．

表 4　 エ ネ ル ギ ー充足率の 比較
エ ネル ギ ーの 単位 は kcal

平均値± 標準 偏差　　　最大値　　　　 最小値

A 　　エ ネ ル ギ ー
消費量 （カ ロ

1丿一カ ウ ン タ ー） 1826± 141　　　　　　　　　　　　　2201　　　　　　　　　　1599
食
物
栄
耽

B　．エ ネ ル ギ ー摂取量 （記録法）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

觚F距幅幅幅脾隔一
瀞 蝨講 翆

聽駅甦撚隔鞘

　 　 賦
鷲

　 1773± 239　　　　　　　　　　　　　2195　　　　　　　　　　1245

i蜜無
葺 C　

’
エ ネ ル ギ ー所要量 （FFQg 法） 1970± 248　　　　　　　　　　　　　2500　　　　　　　　　　　1450

一 ．．

攻 D 　：推定 エ ネ ル ギ ー消費量
承 1835± 295　　　　　　　　　　　　　2518　　　　　　　　　　　1391

学
生

E　：エ ネル ギ
ー摂取量 〔FFQg 法）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 舗哺・鰤轜鄭胛
　 、

繍 勲 棚
ま
鑑

黜 騨
1765± 370　　　　　　　　　　　　　2424　　　　　　　　　　　1087

“羨　猛　甑麟噸　r　r　乳

C
’

： エ ネ ル ギー所要量 （FFQg 法） 2472±：416　　　　　　　　　　　　　3250　　　　　　　　　　1600　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−一．一

般 D1 ：推定 エ ネ ル ギ ー消費量
火 2606± 732　　　　　　　　　　　　5242　　　　　　　　　　1489

学 EF ： エ ネ ル ギー摂取量 （FFQg 法） 2083：卜668　　　　　　　　　　　　4407　　　　　　　　　　　811
生 ＿…鼎眄 顎 　綜　臆　席　嚇　　 　　

削備
  鞭

翹
鷺 綿 幡 蠍 襾　幅　隔　薇　齪　隷究

注）
＊

推定 エ ネ ル ギ ー消費量 は ， FFQg 法 に よ る エ ネ ル ギ ー所要量 か ら実体重 に 換算 して 求めた．
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　　　　　　 図 3　 エ ネ ル ギ ー充足率 の 分布

推定 エ ネ ル ギー
消費量 に 対 す る エ ネ ル ギ

ー
摂取量 の 充足率 の 分布 図
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記録法で 求 めた充 足率 は 97．4± 12，9％ で あ り，一致 し

た結果が得 られ た．

　
一一

方，
一
般学生 の 場合，FFQg に よ る エ ネ ル ギ

ー
所

要量 は 2472kcalで あ っ た が ，推定 エ ネ ル ギ ー消費量 は

2606kcaiとな り，肥満者 の 割合が高 い た め 所要 量 よ り

も高 い結果 とな っ た．推定 エ ネ ル ギ
ー
消費量 に 対す る

エ ネ ル ギ ー摂取量 の 充足率 は 84．9± 32．8％ と な り，食

物栄養学生 と 比較 し て 低 い 結果 と な っ た ，エ ネ ル ギ ー

充足率の 分布は図 3 に 示 した よ うに ，半数が80％以 下

で あ っ た ．

　　　　　　　　　 考 　 察

1 ．秤量記録法 とFFQg 法の 比較に よ る妥当性 の検討

　秤量 記録法 は調査 対象の 負担が大 き く，長期間 の 調

査は困難なた め ，調杏期間 の 特殊性が あ らわれ る こ と

や ，対象 に よ っ て は調査 を意 識 して 平常 の 食習慣を あ

らわ さな い 場合 も想定 され る．一方，食物摂取頻度調

杏法は頻度や分量 の 認識 に 正確 さを欠 く危険性が ある．

　今回 の 食物栄養専攻 学生 を対象 に した調査 で は，記

録法 とFFQg 法の 食事調査の 間で ， エ ネ ル ギ ー，炭水

化物 ，
た ん ぱ く質 や脂 質 の 摂取量 は，高橋 ら

り
の 報告

と比較 して も相関が高 く な り，近 似の 数値が 得 ら れ た．

秤量法 に お い て ，調理 済み 食品の 成分組成 は推定が 含

まれ，脂質 は吸 油率の 違い や魚 ・肉類 の 種類に よ る差

が あ る に もかか わ らず，よ く
一
致 した結果が得 られた．

　特 に鉄 と カ ル シ ウ ム ，食物繊維 の 相関係数が O．7を

上回 る高 い 値が 得 られ た． こ れ らを多 く含む豆類，乳

類 ， 野菜類で も高 い 相関が 得 られ て お り， 乳類 ， 豆類

は 囗常習慣 に よ り摂取量 が 比較的
一

定 で 頻度の 回答が

容易な こ とか ら， 2 っ の 調査法 に よ る違 い が で なか っ

た と考え られ る．

　 ビ タ ミ ン C の 摂取量 で 2 っ の 調査法に差が で た の は，

記録法で は秤量調査期間が 3F1間に 限定 され て い る た

め ，摂 取 す る食品 が 少 な く，果実類な ど の 食品 の 摂取

に 偏 りが で た もの と推測 さ れ る．ま た ，砂糖類やee　r一

類，調 味料類 ・嗜好飲料 の 摂取量 の 違 い は ，気候や嗜

好 の 変化 に よ る変動や，記 録法 に お い て 調査を意識 し

た 食物選択が行 われ た こ とが原 因 と考え られ る。

2， エ ネル ギ ー充足 率か らみ たFFQg 法 の 有効 性

　食物摂取頻度調 査 に よ っ て 栄菱摂取量を算定す る場

合 ， 食品群 の 分類 と ， 頻度 ・分量 の 設定 ，食品群別栄

養成分値の 妥当性が 問題 に な る が，回答者が どれ だ け

正確 に 答え ら れ る か と い う こ と も問題 で あ る，

　食物栄 養専攻 学生 に っ い て ，エ ネ ル ギ ー充足率を検

討 した結果 ， 推定 エ ネ ル ギ
ー
消費量 は ， カ ロ リ

ー
カ ウ

ン タ ーに よ る エ ネ ル ギー消費量 と ほ ぼ
一
致 し，FFQg

に よ っ て 算出 さ れ た エ ネ ル ギ ー摂取量 も近い 数値が 得

られ た． こ れ らの 結果か ら，学生 の 回答が か な り正確

で あ り，FFQg の エ ネ ル ギー摂取量 の 算定 も妥当 で あ っ

た と考え られ る．

　
一

方，一
般学生を対象と した場 合， エ ネ ル ギ

ー充足

率は 全体的に 低 く，調査の 際に 実際の 分量 よ り も少な

く回答 され た こ とが推測 され る，例えば，ご飯の 量 を

茶碗 の 杯数で 回答す る とき，女子学生 と肥満 の 男 了学

生 で は，想定 す る茶碗 の 大 き さ に 違 い が あ る可能性が

大 き い と考え られ る．ま た ，穀類摂取量が 参考値 と し

て 示 され た基準量 の 約半分 の 215g しか算定され なか 一
・

た の は ，謂理 済み 食品や フ ァ
ース ト フ

ー ドを素材別に

換算 して 回答す る際に，穀類が認識 されず記入 漏れ に

な っ た こ とが原因 と考え られ る．

　 Guthrie ［’i｝
も分量 の 推定 に は 回答者 に 対す る補助が

必要 で あ る と述べ て い る が ，個人が 指導者 な し に 利用

す る場合，食品群や分量 に対す る知識や感覚 の 誤 差 が

かな り大き くな る可能性が示唆さ れ た．

　FFQg は パ ソ コ ン を用 い て 誰 で も気軽 に利用 で き，

結 果 が数値や グ ラ フ で表示 され るため ， 具体性が あ っ

て 理解 しや す い が ，断定的な 印象を 与え，誤解 に っ な

が る 危険性が あ る，個人が 自分 の 栄養診断 に こ の 方法

使 う場合，示 され た結果 は 大 まか な 目安，傾向と して

と らえ るよ う に 配 慮 す る こ とが必要 で あ る．さ らに ，

疾病予防や 食事療法を 目的 と し て 使用 する際に は、栄

養士 に よ る回答の チ ェ ッ クと個別 の 実状 を勘案 した解

説 指導が加え られ る こ とが必要 で あ る と考え られ る．

　　　　　　　　　ま　 と　め

　食物栄 養 専攻 学 生 22名 と　
一
般学生 122名を対象 に，

食物摂取頻度調査 票 （FFQg ） を用い て 食事調査 を実

施 し，秤量記録法 に よ る結果と比較 して妥 当性を検討

した ．
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1 ）食物栄養専攻学生対象 の 調査 に お い て，FFQg 法

　　と秤量記録法に よ る栄養素等の 摂取量 を比較する

　　と， エ ネ ル ギ ー，脂質，炭水化物，カ ル シ ウ ム ，

　 鉄 に お い て ， 平均値 の 比 が 88〜103％ の 範囲 に あ

　　り，paired 　 t一検定 で も有意 差 が な か っ た． ま た ，

　　エ ネ ル ギー，脂質，炭水化物，カ ル シ ウ ム ，鉄，

　　食物繊維が有意 に 高 い 相関 を示 した．食品 群別摂

　 取量に お い て も， 2っ の調査法に よ る差は小 さく，

　 穀類，豆類，野菜類，魚介類，卵類，乳類 で 有意

　　な相関が 認 め られ ，
ほ と ん ど が 20％以 内の 差 で あ っ

　 　た ．

2 ） エ ネ ル ギー消費量 を推定 し，FFQg に よ っ て 算出

　　された エ ネ ル ギ ー摂取量 と比較す る こ とに よ っ て，

　 調査の妥当性を検討 した．食物栄養専攻学生 の エ

　　ネ ル ギ
’一充足率 は 98、1± 25．5％ で 記録法の 結果と

　　よ く
一

致 したが ，一一
般 学生 の 場合 の 充足率 は84．9

　　± 32．8％で ， エ ネ ル ギ ー摂取量 が少な く算出 され

　　た こ と が 推測 さ れ た 、

3 ）以 上 の 結果 よ り，FFQg は食事調 査 に 関 して 知識

　 を もつ 対象に っ い て は妥当な結 果が得 られ，有効

　 性が 認め られ た が ，一般 の 人 々 が 個人の 食事診断

　　と して 活用す る際 に は配慮が必 要で あ る こ とが示

　 唆 さ れ た．
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